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ソ
ゲ
ェ
ト
世
舎
且
の
時
代
匝
分
同
づ
い
て

第
七
十
八
巻

第

挽

四

四

ソ
グ
z

ト
吐
曾
史
の
時
代
匝
分
に
つ
い
て

十
月
世
曾
主
義
革
命
が
う
み
出
し
た
ソ
、
ウ
よ
ト
祉
骨
は
、
社
曾
主
義
改

造
と
い
う
悶
維
な
任
務
を
完
成
L
、
い
ま
枇
曾
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の

漸
弐
的
移
行
と
い
う
歴
民
的
任
務
を
成
功
の
う
も
に
逐
行
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
ソ
グ
ェ
ト
祉
曾
の
誕
辰
を
深
く
、
そ
し
て
雫
面
的
に
研
究
し
、
ソ
ゲ

ー
ト
人
民
の
た
た
か
い
ー
と
っ
た
塵
史
的
な
遁
を

E
し
く
解
明
す
る
う
え
で

必
要
な
傑
件
の
一
つ
は
、
そ
の
基
本
的
な
段
階
を

E
し
く
規
定
す
る
己
と

で
あ
る
。
「
M

悼
演
田
中
」
教
科
書
の
山
川
版
を
契
機
と
し
て
、
わ
が
図
で
も
ヅ

グ
ょ
ト
研
究
が
急
激
に
た
か
ま
り
、
そ
の
理
解
が
急
速
に
ふ
か
ま
っ
て
き

士
と
き
、
ソ
ヴ
ェ
ト
祉
曾
の
歴
史
の
時
代
区
分
を
科
摩
的
に
把
損
す
る
こ

と
は
、
と
く
に
意
味
ぷ
か
い
こ
と
正
思
わ
れ
る
。

ツ
同
盟
科
車
院
歴
史
撞
研
究
所
で
一
九
四
九
五
一
年
に
わ
た
っ
て
ソ

同
盟
霊
史
の
時
代
直
分
の
問
題
に
か
ん
す
る
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
た
と

合言2・
acr 

裕

岡

君
、
ソ
グ
ュ
ト
吐
曾
史
り
時
代
医
分
に
つ
い
て
の
問
題
は
と
り
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。
ヅ
グ
ヰ
ト
位
曾
の
歴
史
の
特
代
直
分
は
、
ヅ
同
盟
で
も
、

「
ソ
同
盟
共
産
禁
(
ボ
ル

Y
七
ウ
ィ
キ
)
歴
史
」
の
中
で
あ
た
え
ら
れ
た

匝
分
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
そ
の
主
主
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
ま
た
多
く

の
瞳
史
家
が
こ
の
匡
分
を
唯
の

E
し
い
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
本
質
的
な
紋
慣
が
あ
っ
た
ロ

誌
、
た
主
主
ば
、
「
世
育
且
」
(
膿
育
と
ス
ポ
ー
ツ
出
版
所
、
一
九
五

四
年
版
)
で
は
、
「
外
国
干
陸
戦
争
正
園
内
職
争
の
時
期
に
潤
け
る

ソ
ゲ
品
ト
の
櫨
育
、
」
「
闇
民
組
桝
復
興
に
か
ん
す
る
ツ
グ
品
ト
の
値

宵
」
「
閣
の
批
脅
的
工
業
化
を
め
ず
ナ
闘
争
の
時
期
に
お
け
る
ソ
ず

4

ト
の
瞳
育
」
な
ど
叩
随
分
が

h
F
b
れ
る
。
支
た
「
ロ
シ
ア
・
ソ
ゲ

品
ト
文
化
史
概
碩
」
(
ゴ
n
y

キ
1
名
稀
世
界
文
化
研
究
所
)
に
も
布

立
じ
よ
う
な
直
分
が
み
ら
れ
る
。



「
藤
史
の
諸
問
題
」
誌
(
一
九
百
四
年
第
一

O
披
)
は
、
イ
・
ペ
・
ベ
ル

ピ
ン
と
エ
ム
・
べ
・
キ
ム
の
「
ヅ
グ
ェ
ト
一
世
曾
史
の
時
代
区
分
に
つ
い

て
」
と
い
う
論
文
を
漏
載
し
た
。
首
時
す
で
に
、
批
曾
、
土
義
の
時
期
の
ソ

同
盟
史
の
時
代
隠
分
に
か
ん
す
る
審
議
を
要
望
す
る
声
が
つ
よ
ま
っ
て
い

た
が
、
と
の
論
文
は
、
こ
の
審
議
に
基
礎
を
お
く
こ
と
右
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
時
宜
を
え
た
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
之
の
論
文
に

か
ん
す
る
ソ
同
盟
雇
虫
摂
界
の
活
箆
な
論
容
を
よ
び
お
こ
し
た
の
は
嘗
然

で
あ
っ
た
。

註
、
「
歴
止
の
諸
問
開
」
龍
一
九
五
主
年
第
四
説
、
「
ソ
グ
a
l
枇
曾

史
の
時
代
恒
分
に
つ
い
て
」
網
島
部
、
を
参
照
、

イ
・
ベ
・
ベ
ル
ヒ
シ
L
L

エ
ム
・
で
キ
ム
は
、
ツ
グ
ナ
ト
祉
曾
の
拐
導

的
な
力
E
し
と
の
ソ
同
盟
共
産
禁
の
歴
史
の
一
段
階
は
、
ヅ
グ
ヰ
ト
祉
曾
史

の
な
か
で
規
定
さ
れ
た
段
階
と
有
機
的
に
む
す
び
つ
い
て
は
い
る
が
、
し

か
し
、
築
史
の
ひ
k
つ
ひ
と
つ
の
時
婦
が
、
か
な
ら
ず
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

ば
あ
い
に
、
園
の
歴
史
の
時
期
と
完
主
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
主
張
し
た
。
設
の
謹
展
に
は
特
有
の
法
則
性
、
特
有
の
時
期
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ヒ

y
k
キ
ム
は
、
そ
の
よ
う
な
匝
分
の
例
と
し
て
、
「
十
月
祉
曾

主
義
革
命
の
準
備
期
と
翠
行
期
に
お
け
る
ボ
ル
シ
ェ
グ
ィ
キ
紫
」
と
「
園

の
祉
曾
主
義
的
工
業
化
を
め
ざ
す
闘
宰
に
お
け
る
ポ
ル
シ
エ
ヲ
ィ
キ
黛
L

ツ
ゲ
4

ト
社
合
阜
の
時
代
田
分
忙
つ
い
て

の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
n

ツ
同
盟
共
産
紫
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
「
十
月
祉
曾
主
義
革
命
の
準
備

期
と
遂
行
期
に
お
け
る
ボ
ル
ジ
品
グ
ィ
キ
黛
」
(
一
九
一
七
年
四
月
一

八
年
)
と
い
う
匪
分
は
完
全
に
正
し
レ
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
期
聞
に
蕪

は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
客
観
的
傑
件
と
革
命
的
危
機
が
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
附
議
し
て
、
大
亦
却
を
祉
曾
主
義
寧
命
の
た
め
に
準
備
し
、
組
織
L

て
、
軍
命
の
一
政
治
的
軍
隊
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
れ
を
武
装
蜂
起
に
た
た
せ

た
の
で
あ
っ
て
、
十
月
革
命
の
滋
行
は
、
そ
の
準
備
か
ら
き
り
は
な
せ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
を
ソ
グ
ュ

1
一
世
脅
の
時
代
百
分
に
機
械
的

に
趨
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
直
分
は
資

本
主
義
時
代
と
一
世
曾
主
義
時
代
と
の
あ
い
だ
の
境
界
を
と
り
の
ぞ
い
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ル

k
v
と
キ
ム
は
、
十
月
革
命
を
そ
の
準
備
期
と

し
て
で
な
〈
、
草
命
の
機
績
で
あ
る
圏
内
散
の
時
期
1r
あ
わ
せ
て
、
一
つ

の
暁
舟
に
直
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
士
。
そ
の
さ
い
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
十
月
草
命
の
勝
利
を
そ
の
準
備
期
か
ら
き
り
は
な
し
て

妓
泣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
と
性
意

し
て
レ
る
。

第
二
の
「
図
の
社
曾
主
義
的
工
業
化
を
め
ざ
す
闘
雫
に
お
け
る
ボ
ル
ジ

品
グ
4

キ
熊
L

(

一
九
二
六
二
九
年
)
と
い
え
ノ
直
分
も
、
黙
の
歴
史
か

ら
み
れ
ば
全
く
法
則
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
期
聞
に
共
建
誌
が
閣
の

舵
曾
主
義
的
工
業
化
の
方
針
を
き
め
、
具
一
陸
的
な
綱
領
に
よ
っ
て
ツ
グ
ェ

ト
人
民
を
武
装
し
、
そ
の
宣
現
を
め
ざ
す
闘
い
に
た
土
せ
、
「
黛
と
傍
働

第
七
十
八
巷

五

互主

第

按



ソ
ず
ェ
ト
仕
合
止
の
時
代
区
分
に
つ
い
て

註

者
階
絞
り
努
力
が
図
の
祉
曾
主
義
的
工
業
化
政
策
の
勝
利
に
事
い
?
」
か

ら
で
あ
る
。

註
、
「
ソ
同
盟
共
産
常
(
ボ
ル
シ
ム
ず
イ
キ
)
歴
史
」
二
八
百
ペ
ー
ジ

一
九
二
九
年
に
、
設
問
は
農
業
集
固
化
と
い
う
あ
た
ら
し
い
任
務
の
解
決

に
努
力
を
集
中
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
年
ま
で
に
工
業

化
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
年
以
後
黛
が
工
業
化
の
た
め
に

努
力
し
た
か
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
一
九
二
六
二
九
年
に
農
業
集
固

化
の
た
め
に
闘
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
い
み
す
る
も
の
で
は
決
し
て

な
い
。
紫
の
指
準
の
本
質
は
、
黛
が
共
産
主
義
建
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
、
共
産
主
主
語
建
設
の
あ
ゆ
み
全
雇
心
中
で
提
起
さ
れ
た
諸
任
務
の
連
鎖

の
中
か
ら
、
ぞ
の
主
要
な
環
を
砿
分
す
る
と
い
た
j

こ
と
に
注
る
。
一
九
一
一

六
二
九
年
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
主
要
な
環
は
、
園
の
工
業
化
を
め
ざ

す
闘
い
で
あ
っ
た
L
、
一
九
二
一

C
!三
回
に
お
け
る
主
要
な
環
は
農
業
禁

園
化
の
た
め
の
闘
い
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
五
ご
七
年
に
な
る
と
、
黛
の

関
心
は
社
曾
王
義
建
設
の
完
成
、

ιな
ら
び
に
ソ
同
盟
管
法
の
作
成
、
と
採
揮

に
集
中
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
主
要
な
環
は
、
共
産
主
義
建
設
を
保
障
す
る

主
い
う
殺
の
任
務
か
ら
附
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
の
客
倒
的
な
要
求
を

反
映
し
て
い
た
。
そ
の
と
ま
ど
き
に
前
田
に
あ
ら
わ
れ
る
「
主
要
な
境
」

と
一
致
し
た
誕
史
の
時
代
区
分
は
完
全
に
法
則
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
L
、
閣
の
歴
史
の
時
代
匝
分
に
あ
た
っ
T
ほ
、
「
主
要
な
環
」
の

原
則
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
ベ
ル
ヒ
シ
邑
キ
ム
は
、
園
の
歴
史
の
特
代
直

分
の
黒
礎
に
は
、
基
本
的
に
は
、
生
詐
方
法
の
己
売
粘
し
た
援
展
段
階
が
よ

第
七
十
八
省

」ーノ、

第

鵠

プて

こ
た
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
ベ
、
モ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

社
曾
主
義
的
工
業
化
町
時
期
の
最
初
の
段
階
を
へ
た
に
す
ぎ
な
い
一
九
一
一

六
二
九
午
を
ソ
同
既
に
お
け
る
工
業
化
の
時
期
と
直
分
し
て
し
ま
ラ
こ

と
は
で
き
な
い
、
と
主
張
し
た
。
一
九
二
六

l
二
九
午
に
は
、
社
脅
主
義

的
工
業
化
と
い
う
岡
知
な
伊
務
の
う
ち
の
一
円

J

、
す
な
わ
ち
百
工
業
の
建

設
手
段
を
誓
積
す
る
E
い
う
任
務
が
謀
本
的
に
解
決
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
。
工
業
佑
そ
の
も
の
の
任
務
は
、
一
九
二
八
|
一
市
二
年
の
第
一
次
五
ヶ

年
計
去
を
遂
行
す
る
揖
宿
で
解
決
辛
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
窮
極
的
に

は
第
二
来
、
第
三
女
の
五
ヶ
年
計
霊
に
も
ち
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
ソ
ヴ
エ
ト
耐
曾
の
歴
史
は
、
主
づ
第
一
に
社
曾
丁
工
事
生
産
方
法
の
創

設
、
勝
利
、
誕
展
白
歴
史
で
あ
る
。
し
た
が
っ
亡
、
そ
白
菜
本
的
な
段
階

は
、
生
育
子
方
法
の
形
成
と
設
展
の
客
倒
的
溢
程
と
照
臨
し
、
宮
た
あ
れ
こ

れ
の
時
期
の
な
か
で
こ
の
描
程
の
特
殊
性
と
照
臆
し
て
設
壊
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
ベ
ル
ヒ
シ
と
キ
ム
は
、
こ
う
主
張
し
た
の
ち
、
ツ
グ
よ
ト

社
曾
の
歴
史
を
資
本
主
義
か
ら
批
曾
主
義
へ
の
移
行
の
時
代
、
と
祉
曾
主

義
か
ら
共
章
一
王
義
へ
の
潮
吹
的
移
行
の
時
伐
と
に
大
き
く
直
分
し
た
。

こ
の
資
本
主
義
か
ら
祉
曾
主
義
へ
の
移
行
の
時
代
は
、
き
ら
に
一
、
刑

曾
乍
語
の
経
済
的
土
台
の
建
設
を
め
ざ
す
闘
曜
の
段
階
、
一
一
、
基
本
的
に

枇
曾
主
義
建
設
の
終
了
し
た
段
階
、
の
二
つ
の
段
階
に
直
分
さ
れ
る
。
こ

の
二
つ
の
段
階
へ
の
限
分
は
、
社
曾
主
義
章
命
の
基
本
的
作
務
官
雌
調
す

る
か
ら
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
二
十
年
の
泊
渡
期
の
あ
い
だ
に
お

こ
っ
た
一
つ
の
祉
曾
朕
儲
か
ら
他
の
社
曾
吠
態
へ
の
飛
躍
、
す
な
わ
ち
刑



曾
主
義
の
経
済
的
主
台
の
建
設
が
と
の
随
分
を
必
然
に
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
の
段
階
、
す
な
わ
ち
枇
曾
主
義
の
鰹
横
的
土
台
の
建
設
を
め

ざ
す
闘
雫
の
段
階
(
一
九
一
七
1
三
二
年
)
は
、
論
文
で
は
、
社
曾
主
義

の
経
情
的
土
台
の
建
設
を
可
能
に
し
た
三
つ
の
基
本
的
任
務
に
照
躍
し

て
、
つ
ぎ
の
一
一
↑
つ
の
時
期
、
一
、
プ
同
盟
に
お
け
る
社
曾
主
義
革
命
と
園

内
戦
の
勝
利
の
時
期
(
一
九
一
七

l
二
O
年
)
、
一
一
、
園
民
経
済
の
復
興

の
時
期
(
一
九
二

l
二
六
年
、
一
ニ
、
社
曾
主
義
の
経
済
的
土
台
の
護
展

的
建
震
の
時
期
(
九
一
一
七
|
三
三
年
)
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
時
期
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
T
ト
濁
裁
を
樹
立
し
、
照
躍
の
法
則

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
枇
曾
主
義
生
産
方
法
を
う
ち
た
て
た
時
期
で
あ

る
@
闘
内
戦
宇
と
い
う
形
を
と
っ
た
、
も
っ
と
も
は
げ
し
い
階
級
関
手
の

中
で
お
こ
な
わ
れ
た
工
業
の
図
有
他
は
、
一
九
一
七
年
一
一
月
に
は
じ
ま

り
一
九
一
八
|
三

O
年
の
あ
い
だ
に
寅
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
戦
宰
の
温
程

全
腫
が
園
内
戦
宰
の
最
高
の
形
態
で
あ
る
社
曾
、
ギ
義
草
命
と
は
な
れ
が
た

く
結
び
つ
い
て
設
展
し
、
ソ
ヴ
ι

ト
樫
力
の
運
命
と
ロ
シ
ア
の
社
曾
主
義

的
援
畏
の
性
格
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
て
、
論
支
で
は
こ
の
時
期
は
閣
の

歴
史
の
完
全
な
一
時
期
と
し
て
完
鏡
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る
。

第
二
の
時
期
は
、
ふ
つ
う
一
九
二
五
年
ま
で
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

ペ
ル
ヒ

νと
キ
ム
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
六
年
と
す
る
方
が
も
っ
と
も
正
確

で
あ
る
。
ヅ
同
盟
の
工
業
が
盤
削
水
準
に
復
し
た
の
は
一
九
二
六
年
九
月

で
あ
る
が
、
運
輸
部
門
な
ど
い
く
つ
か
の
部
門
マ
は
、
ま
だ
戦
前
水
準
に

ソ
ヴ
ょ

i
批
倉
山
品
の
時
代
問
分
に
つ
い
て

建
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
時
期
の
初
年
は
、

L
た
が
っ
て
一
九
二
七
年
に
な
る
。
子
」
の
時

期
に
社
品
開
主
義
工
業
化
政
策
の
宜
現
に
着
手
し
、
第
一
ー
戎
五
ヶ
年
計
賓
の

末
年
に
は
決
定
的
な
成
坊
を
か
ち
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
時
期

に
、
刑
曾
主
義
革
命
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
任
務
で
あ
る
農
業
円
刑
曾
主

義
的
再
建
に
大
成
功
を
お
さ
め
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
を
ソ
ヴ
ェ
ト
樺
力
の

農
村
に
お
け
る
支
柱
土
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
ラ
し
て
、
こ
の
時
期

に
「
都
市
と
農
村
の
資
本
主
義
的
分
子
は
粉
拝
さ
れ
、
社
曾
主
義
市
経
済

的
土
台
が
建
設
さ
れ
、
ソ
同
盟
に
お
け
る
刑
曾
主
義
の
勝
利
は
保
謹
さ
れ

註た
」
の
で
あ
る
ロ

註
、
ッ
同
盟
共
産
集
中
央
委
員
骨
快
定
・
決
議
集
、
七
二
五
ペ
ー
ジ

資
本
主
義
か
ら
祉
脅
主
義
へ
の
移
行
の
時
札
の
最
後
の
時
期
は
一
九
三

一一一
l
l
一
ニ
六
年
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、
闘
民
組
済
全
世
の
技
術
的
再
建
と

農
業
集
圏
化
を
需
成
し
て
車
の
社
曾
主
義
湿
潤
制
度
を
確
立
し
、
計
由

主
義
の
経
済
法
則
の
作
用
筒
闘
を
撹
大
L
、
資
本
主
義
的
要
素
を
う
み
附

す
土
台
を
一
掃
し
、
都
市
ー
と
農
村
、
精
神
努
働
と
肉
睦
労
働
と
の
針
立
を

一
掃
し
、
さ
い
ご
に
土
台
、
と
完
全
に
照
臆
す
る
上
部
構
造
品
化
建
設
し
て
、

ツ
グ
ム
}
閤
民
の
物
質
的
、
文
化
的
生
活
を
愈
速
に
向
上
書
せ
、
枇
宵
王

義
の
建
設
を
基
本
的
に
実
成
し
た
。

4

九
一
六
年
の
ヅ
同
盟
策
法
で
は
、
資
本
主
義
か
ら
社
脅
主
義
へ
の
移

行
の
時
代
の
完
成
と
、
あ
た
ら
し
く
刑
曾
主
義
か
ら
共
窪
、
一
干
義
へ
の
漸
共

的
移
行
の
開
始
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
論
文
で
は
、
こ
の
漸
決
前
移
行
の

第
七
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八
岱
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ジ

り

L

I

世
曾
庇
の
時
代
匝
分
忙
づ
い
て

時
代
は
、
つ
ぎ
の
別
つ
の
自
立
し
た
時
期
に
院
分
さ
れ
て
い
る
。

第
一
の
時
期
(
一
九
三
七
凶
一
年
)
。
漸
次
的
移
行
の
時
代
を
ひ
ら

く
と
と
も
に
、
山
川
曾
主
義
の
建
設
が
完
成
L
た
時
期
。

第
二
の
時
期
(
一
九
問
一

i
凶
五
年
)
。
大
組
閣
戦
が
干
の
時
期
。

第
三
町
時
期
(
一
九
四
六

l
I
C年
)
。
園
民
経
済
の
戦
後
の
程
興
と

い
っ
そ
う
の
農
展
の
時
期
。

第
四
の
時
期
(
一
九
五
一
年
以
降
)
。
社
曾
主
義
経
済
の
い
っ
そ
う
の

援
巨
民
主
園
民
の
物
質
的
、
文
化
的
生
活
の
根
本
的
な
高
揚
を
め
ざ
す
闘
争

の
時
期
。

こ
り
時
期
は
さ
ら
に
ぞ
の
内
部
で
、
ソ
ヴ
品
ト
園
民
が
解
決
し
た
仔
務

L
L

照
躍
し
て
一
定
の
段
階
に
区
分
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
イ
・
ベ
・

4

・
ル
ヒ

ν
と
エ
ム
ベ
・
キ
ム
の
論
文
は
、
ソ
同
盟
科

恩
院
関
究
所
プ
グ
ェ
ト
計
曾
史
部
曾
の
闇
申
術
曾
議
で
審
議
さ
れ
、
一
一
目
に

わ
た
っ
て
活
設
な
討
論
の
劉
象
と
な
っ
た
。

ュ
・
ア
・
ポ
リ
ヤ
コ
フ
は
、
時
代
医
分
に
つ
い
て
の
機
械
的
な
備
度
に

反
釘
し
て
、
ベ
ル
ヒ

ν
と
キ
ム
の
論
文
の
積
極
的
な
意
義
を
持
慣
し
た

が
、
同
時
に
、
論
設
の
不
十
分
で
あ
る
こ
、
と
を
指
摘
し
た
。
歴
史
家
は
た

だ
生
産
方
法
の
設
展
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
大
租
園
戦
守
の

時
期
の
よ
う
に
、
生
産
方
法
を
鑓
え
な
い
と
は
い
え
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

匿
史
的
段
階
で
は
大
き
〈
う
か
び
上
が
る
い
く
つ
か
の
要
因
を
考
慌
に
レ

第
七

T
八
巷

/¥ 

主事

!d，~ 

ノ¥

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

ポ
リ
ヤ
コ
フ
は
、
干
開
戦
争
と
圏
内
戦
宇
の
時
期
を
刷
倒
立
し
た
二
つ
の

時
期
に
わ
付
、
ま
た
ソ
グ
ェ
ト
刑
台
口
の
歴
史
を
1
月
革
命
か
ら
租
悶
戦
時
中

の
は
じ
め
ま
で
、
祖
国
戦
争
の
時
期
、
戦
絞
円
建
設
の
一
時
期
に
亡
一
匡
分
す

る
よ
う
提
案
し
た

Q

ベ
・
ゲ
・
ソ
フ
イ
ノ
ア
は
、
論
文
に
お
け
る
時
期
、
段
階
、
時
代
と
い

う
術
需
の
他
国
が
不
E
確
で
あ
る
と
と
を
批
判
し
た
が
、
ま
た
、
関
内
戦

争
の
最
高
白
一
形
酷
で
あ
る
も
乙
は
い
え
、
資
木
主
義
制
度
打
倒
の
た
め
に
と

ら
れ
、
ソ
ヴ
ょ
ト
躍
力
の
勝
利
に
終
っ
た
」
l

月
武
損
蜂
起
の
形
態
は
、
自

衛
軍
の
皮
革
命
に
煽
動
さ
れ
、
外
開
帝
閤
主
義
者
に
支
援
さ
れ
た
園
内
戦

宇
の
形
態
と
は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
十
月
革
命
と
閣
内
戦
噌
一
を
一
つ
の

時
期
に
匝
分
す
る
の
は
、
医
民
的
事
貴
か
ら
み
て
も
、
迎
論
的
に
み
て
も

根
擦
が
荷
弱
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

エ
・
、
、
・
ゲ
シ
キ
ナ
は
、
熱
小
唄
は
ヅ
同
盟
の
臆
史
の
科
皐
的
基
礎
を

も
っ
て
い
る
が
、
一
九
三
七
年
で
終
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
段
階
の
時
代

直
分
の
必
要
が
お
こ
っ
亡
き
た
の
付
き
わ
め
て
常
然
で
あ
っ
た
、
と
の
ベ

た
。
生
活
そ
の
も
の
が
、
あ
た
ら
し
い
陸
呪
的
部
程
町
一
般
化
、
し
た
が

っ
て
そ
の
時
代
区
分
を
要
求
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
し
た
の
で

あ
る
。ゲ

γ
キ
ナ
は
ま
た
、
論
文
で
は
ソ
ヴ
品
ト
祉
曾
史
の
出
鼓
蛸
が
正
確
に

す
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
十
月
草
命
が
後
最
に
ひ
き
さ
が
っ
て
し
ま
っ

た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
社
曾
主
義
に
轄
化
す
る
担
程
は
き
り
は
な
さ
れ



て
は
な
ら
な
い
と
批
判
し
た
。

百
二
・
ぺ

-
F
エ
ロ
フ
も
審
議
さ
れ
た
論
文
の
積
極
的
意
義
を
評
債

L
、
上
部
構
遁
の
歴
史
の
時
代
直
分
を
図
民
総
演
の
援
展
史
に
機
械
的
に

う
つ
し
か
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
強
調
し
た
。
論
文
で
は
時
代
直
分
の
基

礎
に
社
曹
謎
展
の
内
的
要
因
が
E
し
く
す
か
え
ら
れ
て
い
る
。
主
た
個
々
の

時
一
階
阪
分
の
規
準
に
選
定
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
副
脅
主
義
生
産
方
法

の
定
式
伯
と
客
翻
的
円
程
展
坦
程
も
正
し
い
。
だ
が
残
念
な
こ
Lr
に
要
因
と

要
因
と
の
相
互
作
用
を
あ
き
ら
か
に
寸
る
こ
と

r失
敗
し
た
、
し
乙
の
ベ

手
れ

ダ
一
一
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、
論
文
で
は
十
月
革
命
に
匹
敵
す
る
意
義
を
も
っ

た
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
社
曾
主
義
の
勝
利
k
そ
の
基
本
的
な
環

i
農

業
の
全
面
拘
集
圏
化
と
階
級
と
し
て
の
グ
一
フ
l
グ
の
絶
滅
が
ぼ
や
か
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
の
最
終
年
は
都
市
と
農
村
の
社
禽
主
義
的
生
産
闘
係

が
勝
利
し
、
「
誰
が
誰
を
」
と
い
う
問
題
が
解
決
さ
れ
た
一
九
三
二
年
に

お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ュ
・
エ
ス
・
ボ
り
ソ
フ
は
、
刑
曾
史
の
時
代
直
分
で
は
祉
曾
鼓
展
の
完

結
し
た
段
階
か
ら
基
本
的
に
は
山
川
護
寸
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し

て
、
現
象
壬
土
台
か
ら
観
察
す
る
だ
け
で
な
く
、
上
部
構
造
か
ら
も
翻
察

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
べ
た
の
ち
、
論
文
が
戦
後
五
カ
年
計
置
の
年

代
的
わ
く
を
機
材
的
に
お
き
か
え
て
い
る
の
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
批
判

し
た
。
ポ
リ
ソ
フ
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
勝
利
し
た
一
九
四
五
年
五
月
九

百
か
ら
五
ヶ
年
計
葺
の
は
じ
ま
っ
た
翌
年
一
一
月
ま
で
り
九
カ
月
聞
を
戦
争

ソ
ゲ
ょ
ト
社
曾
且
の
時
代
医
分
に
つ
い
て

期
に
ふ
く
め
て
は
な
ら
な
い
か
ら
、
戦
後
の
復
興
期
は
あ
き
ら
か
に
一
九

凶
五
年
か
ら
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ツ
丙
Y

A

下
社
曾
護
展
の
う

え
で
ど
ん
な
質
的
な
護
艮
も
お
こ
ら
な
か
っ
た
一
九
五
一
年
(
第
五
次
五

カ
年
計
一
滑
り
初
年
)
を
あ
た
ら
し
い
時
期
の
問
護
黙
と
考
え
る
の
は
根
操

が
よ
わ
い
。

デ
・
ア
・
バ
エ
フ
ス
キ
ー
は
、
生
産
司
法
の
箆
展
り
い
う
ま
で
も
な
く

時
代
区
分
の
さ
い
の
原
則
で
あ
る
が
、
刑
曾
の
歴
史
は
同
時
に
財
貨
の
需

産
者
の
歴
史
、
つ
ま
り
勤
務
塙
の
歴
史
で
あ
り
、
闘
の
草
命
的
改
誌
の
段

階
が
時
代
医
分
の
基
礎
に
す
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
う
思
解
す

れ
ば
、
勤
現
者
の
積
極
な
役
割
を
反
映
す
る
か
ら
、
十
月
革
命
の
設
行
期

左
準
備
期
を
分
離
し
な
く
な
ろ
う
、
と
の
べ
た
。

オ
・
エ
ヌ
・
チ
ャ
ア
ダ
エ
ヴ
ァ
は
、
社
合
、
子
義
建
設
の
各
段
階
に
わ
た

っ
て
黛
の
指
準
的
役
割
を
あ
き
ら
か
に
す
る
正
同
時
に
、
匡
史
的
酒
税
が

も
っ
k
-
般
化
さ
れ
た
多
面
的
な
形
で
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
い
か
に

更
裂
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
の
ベ
た
。
レ
1
ニ
シ
は
枇
官
、
正
義
建
設
の

H
前
の
任
務
を
解
決
す
る
た
め
に
怖
働
者
の
力
を
結
集
し
た
が
、
同
時
に

来
る
べ
き
農
業
集
国
化
の
た
め
に
、
そ
の
想
論
的
基
援
と
し
て
の
協
同
制

合
プ
ラ

νを
つ
く
り
あ
げ
た
。
誌
は
つ
ね
に
速
い
前
刀
を
見
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
注
意
し
て
い
る
。

チ
ャ
ア
ダ
ュ
ヴ
ァ
は
、
工
業
化
主
農
業
集
闇
化
を
分
離
す
る
こ
と
に
反

針
し
、
論
文
を
支
持
し
た
が
、
社
官
主
義
は
設
の
境
界
線
を
一
九
三
六
年

に
ひ
い
た
の
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
し
乙
考
え
て
い
る
。
彼
の
見
解
で
は
、
そ

第
七
十
八
巻
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ソ
ゲ
ェ
ト
批
令
且
の
時
代
阿
分
に
つ
い
て

れ
は
一
九
三
六
年
に
採
揮
さ
れ
た
憲
法
が
宜
際
に
効
力
を
も
っ
一
九
三
八

年
で
あ
っ
た

u

イ
・
ィ
・
ミ
ン
ツ
も
、
銀
史
で
な
さ
れ
て
い
あ
時
代
甑
分
が
一
九
一
三
八

年
で
終
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
時
代
区
分
が
、
考
脱
さ
れ
る
テ
ー
マ
止

か
か
わ
り
な
く
、
ド
グ
マ
チ
ッ
グ
に
利
用
き
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
論
文

は
時
宜
を
え
た
も
の
で
あ
っ
た
、
正
の
ベ
た
。
支
た
彼
は
、
十
月
革
命
と

圏
内
肢
を
一
つ
の
時
期
に
直
分
す
る
提
案
に
は
圧
到
し
、
工
業
化
の
時
期

と
農
業
集
閤
佑
の
時
一
期
を
一
つ
に
す
る
提
案
は
議
論
の
践
的
か
あ
る
と

L

て
い
る
。
さ
い
ご
に
、
常
一
一
の
時
代
の
直
分
を
同
諭
ん
だ
論
文
の
こ
と
ろ

み
は
も
っ
と
も
貴
軍
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
期
か
名
構
も
年
代
的
わ
く
も

冗
カ
年
計
霊
の
そ
刊
と
同
じ
に
し
て
い
る
こ
と
に
反
劃
し
た
。

さ
い
ご
に
、
ァ
・
グ
ι

・
ミ
ト
ロ
ア
ア
ノ
グ
ァ
は
、
共
震
主
義
へ

O
漸

弐
的
移
行
の
時
期
の
初
咋
を
一
九
一
八

4
に
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
そ
れ

は
第
三
次
五
カ
年
計
費
か
こ
の
年
に
は
じ
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
第
ご

女
五
カ
年
計
萱
(
一
九
三
三
一
二
七
年
)
で
一
附
曾
の
物
質
的
生
活
の
設
展

に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
温
程
が
完
成
し
、
軍
一
の
枇
曾
、
主
義
組
掛
制

度
が
っ
く
り
だ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
第
一
八
回
議
大
宮
で
は
、

九
三
八
年
に
ソ
同
盟
は
社
曾
主
義
か
ら
共
鷲
主
義
へ
の
朔
，
T

抗
的
移
行
の

時
代
に
入
っ
た
と
責
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
?
あ
る

u

ヅ
同
盟
祉
曾
史
の
時
代
一
陣
分
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
一
致
し
た
解
決

を
み
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
利
曾
主
義
期
に
お
け
る
ソ
同
盟

史
」
の
編
纂
に
さ
い
し
て
、
も
う
一
度
審
議
す
る
こ
と
が
き
め
ら
れ
、
か

第
七
十
八
春

'9 O 

第

量量

四
り

な
り
の
成
果
を
お
さ
め
る
こ
之
が
で
き
た
u

第
二

O
回
ツ
問
問
共
産
提
大

曾
で
は
、
ミ
コ
ヤ
シ
に
よ
っ
て
「
鴬
小
史
」
に
た
U
寸
る
態
度
の
反
省
が

求
め
ら
れ
、
一
九
三
八
年
以
降
の
部
に
た
い
す
る
要
望
が
の
べ
ら
れ
た
と

停
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。


